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今回のレポートは

揖保川で活動している

みなさんを紹介する

コーナーです。

揖保川の歴史・文化 

地名の由来① 

播磨国風土記によると、葦原志拳乎命 ( あしはら

のしこおのみこと ) があわてて戦の腹ごしらえと

急いで食べた飯粒が、口からポロポロこぼれ落ち

たその地を、粒丘 ( いいぼおか ) と呼ぶようにな

り、粒 (いいぼ )から揖保 (いぼ ) へ移り変わり

地名なったと言われています。 

粒丘はたつの市揖保町にあります。 
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　今回の紹介は「森」と「川」と「海」

をつないだ「西播磨子ども環境学習推進

協議会」の仕掛け人である兵庫県立大学

の熊谷哲（くまがいてつ）教授です。 

教育、行政、地域の連携が必要 

 

この事業は環境教育に「教育部門」と「環

境政策部門」の両者が協力したうえで、

地域が参画した新しい試みでした。 

流域を考えると、川には色々な行政が関

わっています。例えば森は農林水産省、

河川は国土交通省、そして環境教育には

教育委員会などです。「環境教育は一部

の熱心な個人に依存しているという状況

が多くあるが、「教育」「行政」「地域」

が協力し合い、連携することによって、

はじめて継続的、実践的な環境教育が実

現される」と熊谷教授はいいます。 

 

揖保川の自慢を見つけよう！ 

 

この事業において、川のフィールドの１

つとして選ばれた揖保川では、醤油、素

麺など豊かな水に支えられて発達した産

業や、あばれ川だった揖保川から生活を

守るためにつくられた「たたみ堤」など

の治水施設を「揖保川自慢」として学習

の材料に取り上げることにより、子供た

ちは先人の知恵や揖保川と地域の関わり

について学習しました。 

播磨から世界へ 

 

熊谷教授は、「体験的な環境学習を通

して自然を知ることにより、大切な自

然を守り次世代へつなぐ気持ちが育

ち、子どもたちが播磨から世界へ環境

保全に活躍してくれることを望みま

す。」と、子どもたちに期待をよせて

います。 

つながっている森と川と海 

 

　熊谷教授は「河川の流域は源流から河

口までを線や点で見るのではなく、森と

川と海を含めた全体をひとつの広い流域

として見ていくことが必要」であるとい

う考えから、揖保川の「森」、「川」、「海」

をフィールドとして、環境学習の取り組

みを先導されています。 

森と海をつなぐ里川
の環境を子どもたち

に教えたい

さとがわ 

オヤニラミ　01 

揖保川の
いきもの

 

ウォッチ
ング 揖保川に生息するいきものの紹介です 

全長 13cmほどで、口が大きく、小魚
や昆虫を食べます。目を中心に放射状
に赤い線の模様があります。また、エ
ラぶたの目玉模様が親をにらんでいる
ように見えることから｢オヤニラミ｣や
「ヨツメ」という名前がつきました。 

水がきれいで、ヨシやコウホネなど抽
水植物が多く、流れの緩やかな場所に
ひとりでそっとすんでいます。 

コウホネ、ヨシなどの抽水植物が繁茂
する、流れの緩やかな河岸の保全が望
まれます。本川と連続した細流、用水
路などのコンクリート化は生息環境の
消失につながるので、改修にあたって
は十分な検討が必要です。 

とんな特徴があるの？ 

どんなとこにすんでいるの？ 

生息環境の配慮のポイント 

四つ目があるさかな？

揖保川流域委員会の 
メンバーを紹介します 

　兵庫県明石市に生まれ、播州は

自分の故郷と思っています。親戚

が姫路周辺にいる関係で幼いころ

はよくこちら (といっても市川や

夢前川周辺でしたが）にも来まし

た。専門は水質管理ですが、揖保

川流域の自然にも関心があり、流

域委員会の仕事の中で、流域のた

ちが川にふれあう喜びをいつまで

も守っていきたいと思っていま

す。もちろん、洪水などで揖保川

に裏切られたと思わないように、

理想と現実の舵取りも忘れませ

ん。 

　私事ですが大阪大学を定年 

退職し、昨年から高知高専に赴任

しています。高専の横を流れる物

部（ものべ）川も鮎つりで有名な

川ですので、いつも横の川を見な

がら揖保川と対比しています。ま

た、宿舎の近くを流れる鏡川（高

知市の水源）の堤防は朝の散歩道

となっています。人生の後半を送

る私にとって、毎日川と接し、川

を楽しめるのは、もしかしたら揖

保川が取り持つ縁ではないかと

思っています。高知の川を通じ、

もっと揖保川流域の方々の気持を

理解したいと思います。 
藤田　正憲委員長 

表紙の写真を募集しています！表紙の写真を募集しています！

応募方法
プリントした写真と撮影場所、撮影時期
などの説明文を同封し、住所・氏名・電
話番号をご記入の上、揖保川流域委員会
の庶務あてに郵送して下さい。なお、応
募写真は未発表のものに限らせていただ
きます。（応募先は表紙に記載）

※使用させていただく写真の版権、著作権は委員会に

帰属するものとし、応募作品は返却しませんので、あ

らかじめご了承願います。

理学博士 

熊谷　哲（くまがいてつ） 

　　　兵庫県立大学教授 

大学では環境ホルモンなど

の化学を専門としますが、

地球環境問題や地域の環境

学習の支援活動も行ってい

ます。 
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●第 19回揖保川流域委員会 
　　現地視察の報告 
●揖保川・川とみんなのふれあいだより 
　　森と海をつなぐ里川の環境と子ども 
　　　　　　～兵庫県立大学教授　熊谷哲氏 

●揖保川の歴史・文化 
　　なるほど！地名の由来①「揖保（いぼ）」 
●揖保川生物ウォッチング 
　　揖保川に生息する生物紹介 
　　四つ目があるさかな？～オヤニラミ 

●こんにちは、委員です。 
　　流域委員会メンバーの紹介 
　　　　　　～藤田正憲委員長　　　 

今号の主な内容 

第 19回揖保川流域委員会 

を開催しました。 

今回は洪水対策を提案して

いる箇所のへ現地視察です。 

次回の流域委員会は 

平成 19年 1月 26日 

を予定しています。 

表紙の写真は綱澤正弘さんから寄せられた写真で、

姫路市余部区上川原で撮影された揖保川の風景です。

撮影者コメント：「いつも揖保川の風景を写真におさ

めています。今年はおもいのほか渡り鳥が多く、揖

保川の自然が守られている証拠だと感じました。」

※中央で白く輝くのはサギの群れです。
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